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コネクテッド・カーに関するよくある 3つの質問 

コネクテッド・カーによる走行は、試験的には行われているものの、実用化にはまだ時間

がかかると思われます。将来、自動車は運転者、他の車、道路などの周辺インフラ、歩行

者、クラウドなどと常時接続された状態で通信を行うようになります。このような接続環

境の向上にともない、車は車内および外部との間でデータの受信、解釈、送信ができるよ

うになります。また、運転の判断に役立つ情報が提供されたり、車の運転が楽になったり

するだけでなく、自動運転の性能も向上します。ここでは、コネクテッド・カーに関する

一般的な質問を 3つ取り上げ、解説します。 

Q1：V2Xとは何ですか。コネクテッド・カーとはどのような関係がありますか？ 

A1：V2X は、Vehicle-to-everything（車－あらゆるもの）を略した用語で、自動車と外部と

の間で情報をやりとりできるようにするマルチポイント・ネットワークです。車の外部の

世界には、歩行者、周囲のインフラ（街路灯、信号機、駐車場など）、他の車、クラウド/

ネットワークが含まれます。図 1に、V2X の接続環境を示します。 

 

https://www.ti.com/content/dam/ticom/images/applications/automotive/v2x-connected-car.png


 

 

図 1：V2Xには、V2C（車－クラウド）、V2I（車－インフラ）、V2P（車－歩行者）、V2V（車－車） 

の接続環境が含まれる 

V2X ネットワークの中核は、テレマティクス・システムの頭脳ともいえるテレマティクス

制御ユニット（TCU）です。無線通信によって外部から車に送信されるほとんどの情報の

ハブとして役割を果たします。 

 

Q2：DSRCと C-V2Xの違いは何ですか？ 

A1：DSRC（狭域通信）と C-V2X（セルラーV2X）は、いずれも V2X 接続の標準を目指し

て争っている無線技術規格です。表 1に、これら 2つの技術の長所/短所を示します。 

DSRC  C-V2X 

IEEE（米国電気電子技術者協会）の Wi-Fi規格

802.11pを使用する通信技術 

5Gオートモーティブ・アソシエーション（5GAA）が推

進するセルラーLTE規格 

長所： 

• ・低レイテンシ（2ms）通信によって、V2Iおよび

V2Vの安全に関わる基本的なメッセージのやりとり

が可能 

• ・20年近くの実績があり、幅広く使用され、十分に

テストされているため、信頼性が高い 

• ・先進運転支援システム（ADAS）の LIDAR やレー

ダーを補完する技術として優れている 

• ・V2Iシステムと V2Vシステムとで相互運用が可能 

長所： 

• ・インターネット接続なしでも、DSRCの 2倍の距離（1マ

イルを超えることもある）の範囲で低レイテンシの通信が

可能 

• ・既存の LTE ネットワークのすべての機能が利用可能 

• ・V2I、V2V、V2Pなどあらゆるものに接続できる 

• ・世界中のさまざまなシステムとの適合性が高い 

http://www.tij.co.jp/solution/jp/automotive-telematics-control-unit?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-eerd-tcu-jp
http://www.tij.co.jp/solution/jp/automotive-telematics-control-unit?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-eerd-tcu-jp


 

 

 

表 1：自動車用通信技術、DSRCと C-V2Xの比較 

（出典：5G Automotive Association、Electronic Design） 

Q3：車の中でデータを管理する主なドメインにはどんなものがありますか？ 

A3：外部から受け取ったデータを安全かつ確実に車内に転送する役割を果たす、ゲートウ

ェイと呼ばれるドメインがいくつかあります。車に複数のゲートウェイが搭載される場合

には、センター・ゲートウェイといくつかのドメイン・ゲートウェイという構成になりま

す。これらのゲートウェイについて、説明します。 

⚫ オートモーティブ・ゲートウェイ – センター・ゲートウェイのモジュールです。デ

ータを管理して車内のさまざまなネットワーク・ドメインにデータをルーティング 

⚫ スマート・テレマティクス・ゲートウェイ – デジタル・コックピット内のインフォ

テインメント・ゲートウェイのモジュールです。高度に統合された次世代 TCUの代

表的なゲートウェイで、緊急通報（eCall）、車両追跡、通行料金自動収受、診断、無

線アップデートなど、センター・ゲートウェイと外部との間の通信を管理 

⚫ ADAS ドメイン・コントローラ – ADASゲートウェイのモジュールです。センター・

ゲートウェイとパワートレイン・システムとの間の通信を管理してさまざまなレベル

の自動運転を実現 

かつて誰も経験したことがない運転体験を提供するコネクテッド・カーを設計するための

競争は、すでに始まっています。ここで紹介した新しい接続環境が実現すれば、自動運転

は、状況対応力に予測機能が加わって性能が大きく向上します。ドライバーにとっても歩

行者にとっても、より安全な交通システムの到来が期待されます。 

参考情報 

＋コネクテッド・カーの詳細はこちら 

＋インフォテインメント・システム向けの最適なソリューションはこちら 

短所： 

• ・DSRCは比較的古い技術で、C-V2Xほど低レイテ

ンシではない 

• ・否定的な意見を持つ人々から、進歩の余地がない

と言われている 

短所： 

• ・今のところ政府による制度的バックアップがない 

• ・相互運用性に問題がある 

https://5gaa.org/5g-technology/c-v2x/
https://www.electronicdesign.com/automotive/dsrc-vs-c-v2x-looking-impress-regulators
http://www.tij.co.jp/solution/jp/automotive-gateway?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-eerd-autogeteway-jp
http://www.tij.co.jp/solution/jp/automotive-smart-telematics-gateway?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-eerd-smat_tel_gate-jp
http://www.tij.co.jp/solution/jp/adas-domain-controller?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-eerd-adas_domain-jp
http://www.tij.co.jp/ja-jp/applications/automotive/overview.html?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-lp-connectedcar-jp#connectedcar
http://www.tij.co.jp/ja-jp/applications/automotive/infotainment-cluster/overview.html?HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-lp-infotainment-jp


 

 

＋ホワイトペーパー “ドライバーの気を散らさない、 対話型インフォテインメント・ シ

ステムの設計.” 

 

※すべての登録商標および商標はそれぞれの所有者に帰属します。 

※上記の記事はこちらの技術記事（2019年 8月 30日）より翻訳転載されました。 

※ご質問は E2E Support Forumにお願い致します。 

 

 

http://www.tij.co.jp/general/jp/docs/lit/getliterature.tsp?baseLiteratureNumber=jajy093&fileType=pdf&HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-whip-jajy093-jp
http://www.tij.co.jp/general/jp/docs/lit/getliterature.tsp?baseLiteratureNumber=jajy093&fileType=pdf&HQS=sys-auto-info-connectedcar19-pr-whip-jajy093-jp
https://e2e.ti.com/blogs_/b/behind_the_wheel/archive/2019/08/30/how-connected-vehicles-leverage-data
http://e2e.ti.com/support/

